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（趣旨） 
第１条 この規程は、本市が発注する建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２

条第１項に規定する建設工事（以下「建設工事」という。）について、地方自治

法（昭和２２年法律第６７号）第２３４条の２第１項の規定により行う検査（以

下「検査」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。 
（検査の種類） 

第２条 検査の種類は、完成検査、一部完成検査、出来形検査及び中間検査とする。 
２ 完成検査は、建設工事が完成した旨の届出があったときに行う。 
３ 一部完成検査は、建設工事の指定した部分が完成した旨の届出があったときに

行う。 
４ 出来形検査は、建設工事の完成前に当該建設工事の既済部分について、受注者

から契約による部分払の請求があったときに行う。 
５ 中間検査は、建設工事の施工中途において必要に応じて行う。 
（検査員等） 

第３条 検査を行う職員（以下「検査員」という。）は、本市の職員のうちから市

長が任命する。 
２ １件の当初設計金額が３００万円を超える建設工事についての検査は、検査員

のうちから総務部長が指名する者がこれを行うものとする。 
３ 前項の建設工事以外の建設工事の検査は、検査員のうちから建設工事を発注す

る担当課長が指名する者がこれを行うものとする。 
４ 市長は、特に必要があると認めるときは、天童市職員以外の者に検査を行わせ

ることができる。 
第４条 建設工事について地方自治法第２３４条の２第１項の規定により監督を命

ぜられた職員（以下「監督職員」という。）は、当該建設工事について検査を行

うことができない。 
（検査の立会い） 

第５条 検査員は、検査をするときは、受注者のほか、監督職員等を立ち会わせな

ければならない。この場合において、立会い者は検査員の指示に従わなければな

らない。 
（検査の方法） 

第６条 検査は、建設工事請負契約書、図面、仕様書その他の関係書類に基づき、

市長が別に定めるところにより実地について行うものとする。 



第７条 検査員は厳正に検査を行い、合格又は不合格の判定をするものとする。こ

の場合において、合否の判定がし難い事項については、検査を命じた者に報告し、

その指示を受けなければならない。 
２ 検査員は、必要があると認めた場合には、破壊その他の特殊な方法により出来

形の適否を検査するものとする。ただし、破壊の方法による場合は、破壊の程度

は必要最小限にとどめなければならない。 
第８条 検査員は、検査上必要があると認めるときは、受注者又は関係職員に対し

て当該検査に関する書類及び記録その他の物件の提出又は説明を求めることがで

きる。 
２ 検査員は、第６条の規定により別に定める基準に基づき、監督職員又は受注者

に対し、設計、施工技術等について指導又は指示をすることができる。 
（検査の報告） 

第９条 検査員は、検査を終了したときは、当該建設工事の成績を評定し、速やか

に市長に報告しなければならない。 
（委任） 

第１０条 この規程に定めるもののほか、建設工事の検査に関し必要な事項は、市

長が別に定める。 
附 則 

（施行期日） 
１ この訓令は、平成１０年４月１日から施行する。 
（天童市建設工事検査規程の廃止） 

２ 天童市建設工事検査規程（昭和４８年市訓令第３号）は、廃止する。 
（施工期日） 

３ この訓令は令和２年４月１日から施工する。 
 


